
リンカーンの醜聞

ヨーロッパの著述家は、南北戦争中の連邦軍およびリンカーン政権の暴挙に驚きを禁じ得なかった。フラン
スの大作家アルフレッド・ド・ヴィニーは1862年、南部のある女性に以下のような手紙を書いている――

「ニューオリンズで北軍が行った残虐行為には胸が悪くなります。非キリスト教徒の、アッティラのフン族
の、いえ、ヴァンダル族の侵略さえ連想させます。祖国を血まみれにしているあのように邪悪で残忍な人々
をあなたが憎まれる気持ちはよくわかります。・・・・・賢明な国家というのは、たとえ国家の権利という
難しい問題を解決するためであっても、野蛮な力や殺人、放火に頼ったりしないものです。そうした問題は
公開討論の場で解決されるべきでした。」
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